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憐
勒
証
鴎
軸
駐
に
一味鴎

社

民
党
岡
山
県
達
合
は
１
月
２８

日
、

約

６
０
名
が
参
加

し
て
新
春
旗
関
き

を
行
い
、

第

一
部
と

し
て
原
発
事
故

で
岡
山
に
避
難

し

て
い
る
蝦
名
宇
摩

社 民 党 大 会 と 党 首 選 挙   |
社民党全国連合は、第13□党大会開催 |
に先立ち、党首選挙が1月20日 告示2 1

暑   権 纂呈嘉項肇母把テ
は

|
党全国連合大会 2月 24-25日     ‖

岡山県連合第13回 大会は、全国連含大会 |
(2年 ごと)後 に開催、3月 中の開催で準 |

億中 (詳細は後日)

2月4日党中国フロック総会 :広島
‖岡山県連含から6名参加、衆院選挙態勢

|など協議、増税 ・福祉政策の学習 ・交流

そ

の
も

ろ
さ

思

い
め
ぐ

ら

れ
た
。

一
カ
、　

Ｏ

年

の
政
権

交

に
寄

せ
た
期

は
ど

う
な

っ

い
る
か
。

消

聴

開
・き

（
え
び
な
う
ま
）
さ
ん
を
向
か
え
、

奄
美
島
歌
と
三
味
線
の
ラ
イ
プ
で
オ

ー
プ

ン
、

歌
と

三
味
線

の
響
き
に

参
加
者

一
同
が
捕
き

入
っ
た
。

融
僻
較
針
派
ｍ
捌
喘
統

第

二
部

は
、

党
県
連
含

・
藤

日

代
表
が
あ

い
さ

つ
に
立
ち
、

初
め

に
参
加
者

全
員
で
東

日
本
大
震
災

で
亡
く
な

ら
れ
、

い
ま
だ
行
力
不

明

の
人
に
黙
と
う
し
た
後
、

「
昨

年
は
、

岡
山
市
議

選
に
公
認
候
補

で
戦
う
意

思
統

一
を

し
た
旗
閑
き

だ

っ
た
。

そ

の
後

の
大
震
災

・
原

発
事
故

で
は
、

文
明
と
は
何
か
、

1鄭岩紆轟ン垂含
‖臨時バスで会場移動 (津山集合駐有)
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こ 度 め 発

｀
な 泉 の 中 明 動 か 放 進 県 会 は 加 な 学 ど で 円 ら

増
税
、

曽

天
間
基
地
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど

で

の
変

わ
り
様
は
何
か
、

社

民

党
は

一
貫

し
て

「
生

活
第

一
」

を

掲
げ
、

今
年
必
至
と
さ
れ
る
総
選

！

挙
を
全
力

で
戦
お
う
」

と
決
意
を

述

べ
た
。

続

い
て
石
井
県
知
事
を
は

じ
め
、

各
政
党
、

自
治
体
首
長
、

各
労
組
、

民
主
団
体
か
ら
挨
拶
を

受
け
た
。

ま
た
、

今
年
は
伊
藤
倉
敷
市

長
や

初
め

て
参
加

の
労

組
か
ら
も
挨
拶
を

ぃ
受
け
、

引
き
続
き

ヤ
市
議

選
を
戦
っ
た

矢
吹
準

一
さ

ん
の

首
頭

で

「
乾
杯
」

叫

し
、

お

待

た

世

の

懇
親
に
移

っ
た
。

会

場
は
、

ス
し
振

り

の
顔

に
話

が
弾

ん
だ

り
、

石
井
知
事
が
挨
拶

の
中
で
紹
介
さ
れ
た
倉
敷
産
デ

二

ム

の
ス
ー

ツ
も
話
題
に
な
る
な
ど
、

し
ば

し
和
や
か
に
懇
談
が
続

い
た
。

〈
康
Φ
Ｎ
抑
邦
狩
帥
寺

の し、 ．
諦
串
］

韓

値
上
げ

を

「
会
社

の
権
利
」

発
言

に
は
、

　
一
瞬
あ
然
と
さ
せ
ら
れ
た
．

放
射
能
拡
散

で
飛
ん
で
い
っ
た
放

射
能
は
土
地
と
不
劣
離

の
た
め
東

電

の
も

の
で
な

い

「
無
主
物
」

に

い
た

っ
て
は
憤
飯
も

の
で
す
ま
な

い

▼
政
府

の
原
発
事
故
対
応

で
も

「
健
康

に
は
直
ち
に
影
響
は
な

い

と
繰

り
返

し
、

他
方

で
ア
メ
リ
カ

に

ス
ピ
ー

デ
ィ
情
報
を
通
知
、

国

民
に
無

用
な
被
曝
を
も
た
ら
し
た

責
任
は
免
れ
得
な

い
。

ま
た
避
難

者

の
帰
郷

見
通
し
も
な
く
、

原
子

炉
状
態
が

不
透
明
な
ま
ま

の

「
収

束
宣

言
」

表

明
は
、

電
力

・
財
界

目
線

で
し
か
な

い
こ
と
を
暴
露
し

た
も

の
で
、

自
ら

「
絆

の
断
線
」

を
引
き
起

こ
し
て
い
る

▼
と

こ
ろ

で
、

正
月
に
読

ん
だ

一
冊
が

な
ぜ

か

「
フ
ア

シ
ズ

ム
論
」

だ
っ
た
。

フ
ア

シ
ズ

ム
は
デ

マ
と
テ
ロ
に
よ

る
支

配
と
も
さ
れ
、

政
治
や
社
会

の
行
き
詰
ま

り

の
と
き
、

と
き
に

は
人
々

の
正
義
感
を
も
利
用
し
て

登
場
す

る

の
は
、

歴
史

の
教
訓
だ

▼

腕
原
発
署
名

の
行
動
で

つ
か
ん

だ
人
泉

の
声
を

反
映
さ
せ
る

こ
と

が

今

の
流

れ

に

反
撃

と

な

ろ

う
（

村
斯
報

準
読
者
碧

一毎
月

８
第
１
火
曜
日
１
８
時
～
¨

“
　

２
月

７
日

　
３
月

６
日

　

¨

一場

所
　
社

民
党

県
連
合
会
議
室
一

”毎
月

・
第

３
金
曜
日
１
８
時

２
月

１
７
日
　
県
連
合
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